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第１章　イントロダクション
第２章　平均値と
 　推測統計の基礎
第３章　平均値差の効果量
第４章　分散分析の効果量
第５章　相関の効果量
第６章　連関の効果量
第７章　頑健な効果量
第８章　効果量の解釈

第９章　効果量の統合
 　（メタ分析）
第10章　検定力分析と
   サンプルサイズ設計
第11章　効果量を活用した
 　研究の検討事項
付　録　様 な々要因計画に
おける効果量の計算式
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※仮書影

「Cohen's dは全てイタリックだっけ？」という初心者から，
「あれは母数の不偏推定量だっけ？」という中級者，

「二群の分散が異なっても一致するんだっけ？」という上級者まで，

効果量を知りたければ
これを開け...!!!

ジャーナルでの研究報告に求められる効果量とその信頼区間について，
理論から実践まで体系的に学べるテキスト。効果量の定義，計算方法，
解釈や統合の方法，効果量に基づくサンプルサイズ設計の方法を，Rコ
ードと論文での実際の記載例を交えて紹介。統計学の基礎を履修した
学部生から他分野の研究者まで幅広く参照できる。

――慶應義塾大学文学部 教授　平石界 氏　推薦！

効果量を読み，効果量を報告し，効果量で語る
全ての研究者と実践家，必携の一冊


